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 お久しぶりです！2021 年度最後の広場も⼤盛況でした。 

コロナ第 6 波が少しずつ落ち着いてきた中、なんといきなり大きな地震がまた起きてしまいました。卒業式などの行事

へ影響を受けた学校もあったようです。 

転勤やお引越し予定のご家庭、ご出産間近のご家庭もあり、おまけにウクライナでは戦争が起き、とにかく皆さん

毎日の生活が落ち着かない日々です。 

 幸い短大の保育室は被害がなく、学生はいない中ですが、予定通り集まろうと声がけしたところ、10 組 29 名の親子の

皆さんが参加してくださいました。 

 予想通り、さくらっこ達「いつも通り」の元気さで、この元気さに私たち大人がエネルギーをもらい続けるのだと、また思いま

した。 

 今日は、1 月 29 日にできなかった玉ねぎ皮での絞り染めを親子の皆さんで楽しみました。 

          

 ビー玉をゴムやひもで手拭いに巻き付けて、絞り模様を作ります。みんな自由に、絞っています。 

新規参加で、2 組いらっしゃいました。5 か月の赤ちゃんも一緒です。真剣ですねえ！ 

  

 一生懸命、絞りを入れた手ぬぐいをどんどん煮ました。私はおでん屋のおばさんのようです。玉ねぎの染液で煮た後に、

ミョウバン液で煮ると洗濯しても色落ちしないそうです。 

庄子佳吾先生（こども保育コース講師）が液も手拭いも全部用意してくださいました。 

M くん、S くんは東京に転勤でお引越ししますが、また遊びに来てくださいね。 

二人とも、「おんなじ模様にしたい」と言われましたが、それは無理です。 



 

M ちゃんは何枚も作っていました。ハート形の模様など偶然できています。 

模様だけでなく、染め色も、ちがって出てきます。いい色でしょ！ 

             

いいですね。道路は、最初から最後まで、自分でつなげています。ここまでできる人は、あまりいないのですよ。 

                 

小さい人たちは、おままごとが楽しいようです。赤ちゃんも、しっかりカメラ目線です。 

  

学生の参加はありませんが、子どもたちはどんどんやりたいことを見つけて遊びこみます。 

保護者の皆さんは「つかず離れず」何となく、みんなを見ていてくださいます。 

これが、さくらっこのだいご味だと改めて感じます。 

 

 

 

 



 

パパと参加                       はじめまして 

 

学生がいないと、外にはいかないのですね。そういう時、このスペースがとても有効です。 

 

カオス・・ですが、ここでやっぱりパパたちが、見守ってくださいます。 

 

さくらっこ達は、さくらっこらしく、皆大きく育っています。 

写真に写っていませんが、今日も中学 2年生 R くんとお母さんが、お手伝いに来てくださいました。 

ほんとうに助かりました。いつもありがとうございます。 

また、M くんもお父さんお母さんと駆けつけてくれました。狩野が「臨時快速 いなほ」（新幹線不通のため） 

で来ていることを知り、「国鉄タイプ」の電車だと教えてくれました。確かに、国鉄時代から使っている旧式の電車なのです

ね。すごく詳しくて驚きました。 

 2022年度 5 月 7日から始めます。また遊びに来てください。皆さんお元気で！ 

 

＜2022年 5 月の予定＞＊4月はお休みします 

5 月 7日（土） 10：00～11：30 青空の下で遊ぼう 

5 月 28日（土）10：00～11：30 青空の下で遊ぼう 

 ご参加いただく場合は、下記メールにて、狩野奈緒子までお申し込みください。 

＜連絡先＞ 

狩野奈緒子（naoko-k@ssjc.ac.jp） 桜の聖母短期大学 福祉こども専攻 こども保育コース 


